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　町内在住で90歳を迎える方を祝う「別海町長寿賞」
が石毛常子さん（昭和４年８月15日・大成）、古川八重子
さん（昭和４年８月20日・別海）に贈られました。

　雲心会（北村 宗欣 代表）から老人保健施設すこやかに、おしぼ
りを寄贈いただきました。
　入所している方々のために活用させていただきます。

　町民の健康づくりと健康に対する関心
を高めることを目的に「第22回町民健

康づくりパークゴルフ大会」が別海町と別海町国民健
康保険の共催により町営パークゴルフ場で開催され
ました。
　96名が参加し、日頃鍛えたテクニックを駆使し、
元気はつらつの好プレーを展開しました。

　尾岱沼商工振興会（工藤 秀樹 会長）
から、絵本『あの坂へ いそげ』（著者 

三浦 浩）50冊を、防災教育の一助となるよう町内の
認定こども園、小学校、中学校や図書館、公民館へ寄
贈いただきました。
　当日寄贈を受けた教育長からは「この絵本を町内の
子ども達にも読んでもらい、津波の怖さや、日頃の備
えの大切さを学んでほしい。大切に活用させていただ
きます」とお礼の言葉がありました。

　地域の防災意識の高揚と、その心得を学ぶことを
目的に「防災減災特別講演会」が尾岱沼連合町内会

と尾岱沼商工振興会の共催により、東公民館で行われました。
　講師に北海道防災教育アドバイザーの三浦浩氏を招き、1993年

北海道南西沖地震
を奥尻島で被災し
た経験から、避難する心構えや準備の大切さについて、地域住民
約80名を前に講演いただきました。
　尾岱沼地区の認定こども園、小学校、中学校でも紙芝居や映像
などを交えた講演会が行われ、津波の怖さや、命を守るために何
が大切かというお話に、子ども達は真剣な眼差しで聞いていまし
た。
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※���承諾された方のみ写真および氏名を掲載しています。

おめでとう

石毛　常子さん（大成） 古川八重子さん（別海）

認定こども園での講演の様子

東公民館での講演の様子
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　終戦記念日である８月15日に「別海
町戦没者追悼式」が中央公民館で執り行

われました。式典には、過去の大戦で尊い犠牲となっ
た戦没者の遺族など63人が出席し、町長が追悼の辞
を述べた後、参列者全員が祭壇に献花し、戦没者の冥
福を祈り恒久平和の思いを新たにしました。

　環境整備や緑化運動を進めるため「花
のある街づくり事業」の一環として、別

海市街地10町内会の協力のもと、各道路に花壇を設
置しています。
　本年度は、町からベコニアを提供し、シーズン中の
管理をお願いしています。

　別海町交通安全協会別海分会が、地域
の交通安全意識を高めるために、ドライ

バーに対して啓発品の配布、旗波運動を行いました。

　９月１日 「防災の日」 に、別海連合町
内会主催の自主防災訓練が実施されま

した。
　消防サイレンを合図に、各町内会が最寄りの指定避
難所や会館への避難訓練を行った後、防災講演会や炊
き出し訓練などを実施しました。

　第50回別海町産業祭が開催され、町
内外からたくさんの方々にご来場いただ

きました。
　馬事競技大会やステージイベントは大いに盛り上
がり「別海じまん村」では、友好都市である枚方市を
加え、別海町と枚方市の味覚をたくさんの方々が堪能
しました。
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お詫びと訂正
　広報９月号に誤記がありました。お詫びして、次の
とおり訂正します。
　２ページ「第26回原爆写真展開催」の開催場所に
ついて

（誤）中春別ふれあいセンター 　　（正）西公民館




